伊賀市円滑な建築確認手続き等に係る推進計画書
平成27年7月１日改正
 １．推進計画書の趣旨
本計画書は、平成22年６月１日から実施される建築確認手続き等の運用改善を受け、「建築行政マネジメント計画策定指針の制定について（技術的助言）（平成22年５月17日付け国住指第655号）」及び「建築行政マネジメント計画策定指針の改訂について（技術的助言）（平成27年２月20日付け国住指第4428号）」にもとづき三重県建築行政マネジメント計画のうち、建築確認に係る審査期間の短縮及び審査過程のマネジメントについての取組み方針を定めるものです。

 ２．建築確認審査の迅速化のための取組み
適確な確認審査を実施することを前提に、確認審査手続きの迅速化の取組みについての方針を以下のように定めます。

（１）確認申請受付時点でのチェック方法の徹底
　 ・　事前協議の有無や最低限記載すべき必要事項の記入について確認します。

　 ・　確認の受理要件が整っているかどうかを確認します。

（２）審査方法の改善
・　事前相談に積極的に対応することで不備事項を少なくし、審査期間の短縮を図ります。

・　不備事項の通知は、文書に加えてＦＡＸを活用し、迅速な伝達を図ります。
・　指摘事項について担当者によるバラツキが生じないよう、内部で調整します。

（３）審査体制の改善
・　円滑な確認審査を可能とするため、審査体制の充実について検討します。

・　建築確認申請書を進達する三重県との連携を強化します。

（４）構造計算適合性判定や消防同意手続きとの連携
・　適合性判定機関と連携して、確認審査と構造計算適合判定が円滑に行われるよう進めます。
・　消防機関と連携して、確認審査と消防同意の並行審査を行います。
（５）三重県建築行政会議建築確認円滑化対策連絡協議部会における意見交換
・　各審査機関及び建築関係団体で構成する同部会において、建築確認手続きに係る問題点等について定期的に意見を交換し改善を図ることで、審査の円滑化を進めます。

　 (６)建築確認手続きの変更に係る周知

　　 ・法改正による建築確認手続き等の変更に係る事項について、ホームページ等により周知を図ります。
（７）その他確認審査手続きの迅速化のための取組み
・　建築主事が、物件毎の審査状況の進捗状況を把握し、必要に応じて審査体制や審査方法について随時改善を図ります。

　３．建築確認の審査過程のマネジメント
審査過程のマネジメントについて取組み方針を以下のとおり定めます。

（１）物件毎の進捗管理　　
・　円滑な確認審査の推進のため、確認図書を受け付けた段階から、物件毎の審査状況の進捗を管理するものとします。審査に時間を要するものについては、その対応策を検討します。また、定期的に、各物件の審査状況、審査日数等を把握し、審査体制や審査方法に改善の余地がないか検証を行います。
（２）審査員への指導等の取組み方針
・　三重県特定行政庁会議を通じて各機関の審査内容に係る情報交換を行います。また、計画的に研修会等に参加し、審査員の審査技術の向上を図ります。

(３）データベース等を活用した設計者の適格性の確認
　・確認審査において、データベースを活用した設計者及び工事監理者の適格性の確認を行い、適正化を図ります。

(４)その他審査バラツキ是正のための取組み方針
・　日本建築行政会議、中部ブロック建築行政会議、全国施行都市連絡会議等を通じて、確認審査に当たっての運用の明確化を図り、審査のバラツキ防止に努めます。
